
 

戸田市薬剤師会 臨時理事会議事録       

 

日 時 令 和 ４ 年 5 月 ３ １ 日

13:00~15:30 

 

出席者 

染川、野口、佐貫、小澤、鎌田、

芹澤、 

場 所 多世代交流館 A 会議室 

 

議 題 

⒈ 議題・検討事項 

・令和３年度決算、令和４年度予算 

・総会進行について ハイブリット開催検討 

 

⒉ その他の検討事項 

 

会議内容 

⒈ 令和３年度各委員会決算 

・コロナ禍で影響でいろんなことが出来なかったことから、予算と決算の乖離が大きい。野口副会長より、この乖離

はしっかり説明されるべきである。会費の減額という議論にもつながるのではないか、との見解を示した。芹澤副会

長よりコロナ禍が収束するという条件で各委員会ごとで計画し予算を立ててきた。事実として仕方のないことをしっ

かり総会で説明する必要があるのと意見を述べ、会費の減額とセットで議論されるべきとの見解を示した。染川会長

からは、繰越金の増については認識しているが、予算が全て執行されたら単年で赤字の収支だとした上で会費の

減額には必ずしもつながらないとの立場を示した。 

・広報委員会のあ予備費が５５万あるが、委員会の予備費としては全体の予算に占める割合が多いとのことで、広

報委員会の予算に組み込まず、全体で予備費を確保することになった。 

・令和３年度各委員会決算について、理事会にて全会一致で承認された。 

 

⒉ 令和３年度戸田市薬剤師連盟決算 

・今年は選挙があるため、会員の皆様が収めた会費の２５％が埼玉県薬剤師連盟から戻された。 

・使い道が定まっていないが、議員の活動内容も把握していない中で、闇雲に支出するべきではないという意見が

大勢を占めた。 

・令和３年度戸田市薬剤師連盟決算は全会一致で承認された。 

 

⒊ 令和３年度事業報告について「一般会務報告」「各委員会報告」について確認。全会一致で承認された。 

 

⒋ 令和４年度事業計画（案） 

・野口副会長より「医薬品の供給不安への対応」を明記するべきと発言。一同賛同した。 

・「一般会務計画」「各委員会活動計画」について確認。学校薬剤師委員会について機器の購入についてどうなっ

ているのか、野口副会長より確認。武長副会長より今後委員会の中で話し合うとの回答。 

記録日 R4.5.31 

記録者 芹澤 



   ・令和4年度事業計画（案）は全会一致で承認された。 

 

⒌ パピロビットパックの拠点薬局について、現時点で実績がある会員薬局がスマイル薬局のみであり、通常５個のとこ

ろ２０個まで扱える拠点薬局として報告した。 

 

⒍ 小澤理事より、戸田中央総合病院のトレーシングレポートについて「がん」と「一般」に分けてH P上に用意してある

ので活用する旨の報告あり。 

 

⒎ わたぼうし薬局 小林 亮先生 A会員6月入会 

 

決定事項 

●令和３年度一般社団法人戸田市薬剤師会収支決算並びに事業報告について理事会承認 

●令和３年度戸田市薬剤師連盟収支決算について理事会承認 

●令和 4年一般社団法人戸田市薬剤師会予算並びに事業計画案について理事会承認 

●令和 4年戸田市薬剤師連盟予算理事会承認 

●わたぼうし薬局 小林 亮先生 A会員入会 

●パピロビットパック拠点薬局にスマイル薬局 

検討事項 

●注射針回収の広報 

●医薬品流通の改善 

●災害時マスクの具体的なないお様について会員薬局へのお知らせ 

●学校薬剤師委員会の活性化 

●ホームページの活用 

●地域連携委員会の運用と当会のサポート体制 

●戸田市の薬剤師の掘り起こし 

●新たな会員区分の創設 

●戸田中央 H P 以外の病院との薬々連携 

●地域における麻薬の在庫と処方側との情報共有のあり方 

●会営薬局の設立 

 

 


